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Now

1965

今
年
は
本
土
復
帰
か
ら
50
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
で

す
。復
帰
前
後
で
変
化
し
た
糸
満
市
の
景
色
や
人
々

の
生
活
を
見
比
べ
て
、あ
な
た
は
何
を
想
い
ま
す
か
。

古くから重要な水源であった嘉手志川
は、かつて地元の人々にとってなくては
ならない生活の一部でした。洗濯台で
は、衣類のほか、カーペットなどの大き
なものを洗ったり、子どものシャンプー
もしたということです。

　沖
縄
戦
終
結
後
、人
々
は
故
郷
に
戻
り
、元
の
生
活
を
取
り
戻

そ
う
と
奮
起
し
ま
し
た
。し
か
し
、ア
メ
リ
カ
軍
の
統
治
下
に
置

か
れ
た
沖
縄
で
は
、本
土
に
行
く
た
め
に
は
パ
ス
ポ
ー
ト
が
必
要

と
な
り
、通
貨
は
ド
ル
が
使
用
さ
れ
、車
は
右
側
を
走
る…

…

今

と
は
異
な
る「
ア
メ
リ
カ
世
」の
生
活
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、本
土
復
帰
を
願
う
人
々
は
、運
動
を
起
こ
し
ま
す
。

祖
国
復
帰
要
求
大
行
進
は
全
島
で
行
わ
れ
、多
く
の
人
々
が
参
加

し
ま
し
た
。海
上
で
は
、本
土
と
の
境
界
で
あ
る
27
度
線
を
挟
ん

で
海
上
集
会
が
行
わ
れ
、船
上
で
は
復
帰
を
願
う
本
土
と
沖
縄
の

人
々
が
交
流
し
ま
し
た
。本
土
復
帰
と
い
う
た
だ
一
つ
の
目
標
を

胸
に
、人
々
は
団
結
し
た
の
で
す
。

　多
く
の
人
々
の
努
力
が
報
わ
れ
、１
９
７
２
年
5
月
15
日
午
前

0
時
、沖
縄
全
島
で
本
土
復
帰
を
知
ら
せ
る
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響

き
、つ
い
に
沖
縄
県
は
本
土
復
帰
を
迎
え
ま
し
た
。
27
年
に
及
ぶ

ア
メ
リ
カ
世
を
乗
り
越
え
、再
び
ヤ
マ
ト
世
に
戻
っ
た
沖
縄
。様
々

な
時
代
の
変
化
を
経
て
、今
の
沖
縄
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。

　復
帰
50
周
年
の
今
回
は
、復
帰
前
の
人
々
の
暮
ら
し
の
風
景
を

お
届
け
し
ま
す
。大
き
く
変
わ
っ
た
も
の
、変
わ
ら
な
い
も
の
、

様
々
な
糸
満
市
の
今
昔
を
、写
真
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ユ
ー

ユ
ー

ユ
ー

大勢の見物客で賑わう字米須の一大行
事。ンマンイー（米須馬場。公民館前の
道）沿いに建つ茅葺屋根から時代の変
化が感じられます。

米須大綱引き

1969 1971

糸満ロータリー

1970

兼城地域から豊見城方面を望む一枚。
畑の傍らに置かれた廃材も子どもたち
の遊び場だったようです。写真右側に
は瀬長島とジジモーが見えます。

サトウキビ畑

1971

当時本土へ渡る際の交通手段は船が主
流でした。出港時は色とりどりの紙テー
プが投げられ、賑やかな雰囲気の中で
盛大な見送りが行われました。

糸満海洋少年団本土研修

1971

健康な赤ちゃんの育成や正しい育児知
識の普及のために全国規模で行われて
いた「赤ちゃんコンクール」。糸満市でも
1971年まで開催されていました。

赤ちゃんコンクール

当時は海水を使用したプールがありました。写
真右側には、まるで子どもたちを見守るかのよ
うにソニー坊やの像が立っています。名城ビー
チには、プールのほかに小さな遊園地もあり、
多くの人々に愛される遊び場でした。今年7月
には、ホテルがオープンする予定です。

名城ビーチ1965

Now

嘉手志川

終戦直後、瓦礫の山だっ
た場所に広場ができ、後
に円形交差点である糸満
ロータリーとなりました。
1971年には銀行や飲食店
などが入居するビルが建
ち、より賑やかに。復帰に
伴い右側通行から左側通
行に変更され、現在は新
たにラウンドアバウト交差
点として生まれ変わってい
ます。

Now

19711969

第一製糖工場

製糖期にはサトウキビを積んだトラックが工場
前に並び、周囲は独特の匂いに包まれました。
工場は1993年に操業停止しましたが、その跡
地はサンプラザいとまん商業施設となりまし
た。右上は現在ケンタッキーフライドチキンが
ある兼城交差点。同じ角度から撮った現在の
写真と比べると、目覚ましい発展が伺えます。

復
帰
前
の
写
真
は
す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム（
白
黒
）で
し
た
が
、

今
回
は
よ
り
鮮
明
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
に
、一
部
を
除
い
て

画
像
ソ
フ
ト
に
よ
る
彩
色
を
試
み
ま
し
た
。実
際
の
色
と
異

な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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